
 
 

                                       平成 20 年 11 月 14 日 

各    位 

会  社  名   株式会社トープラ 

代  表  者   代表取締役社長  峰岸  甫 

(コード番号  ５９５４  大証第二部) 

問 合 せ 先   管理本部管理部長  武藤 高志 

電       話   ０４６３－８２－２７１１ 

 

 

業績予想の修正及び特別損失の発生ならびに配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は平成 21 年３月期第２四半期において特別損失が発生し、その影響と最近の業績動向等をふまえ、平成 20

年５月 16日に発表いたしました平成 21年３月期の第２四半期累計期間及び通期の業績予想ならびに配当予想を以

下のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．業績予想の修正 

（1）平成 21 年 3月期 第 2四半期累計期間業績予想数値の修正(平成 20 年 4 月 1日～平成 20 年 9 月 30 日) 

【連 結】 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 16,200 440 380 190    7 74

今回発表予想(B) 16,667 360 288 1 0 05

増減額 (B)－(A) 467 △80 △92 △189   △7 69

増減率（%） 2.9 △18.2 △24.2 △99.3    △99.3

【ご参考】前期第 2 四半期実績

(平成 20 年 3 月期第 2四半期) 
15,968 659 564 55   2 27

 

【個 別】 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 14,300 290 250 140    5 70

今回発表予想(B) 14,857 147 168 △117 △4 80

増減額 (B)－(A) 557 △143 △82 △257   △10 50

増減率（%） 3.9 △49.2 △32.7 ―  ―

【ご参考】前期第 2 四半期実績

(平成 20 年 3 月期第 2四半期) 
13,854 397 381 △26   △1 09

 

（2）平成 21 年 3月期 通期業績予想数値の修正 (平成 20 年 4月 1 日～平成 21 年 3月 31 日) 

【連 結】 

   
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 34,400 1,570 1,470 720    29 31

今回発表予想(B) 33,700 1,210 910 200 8 15

増減額 (B)－(A) △700 △360 △560 △520   △21 16

増減率（%） △2.0 △22.9 △38.1 △72.2    △72.2

【ご参考】前期実績 

(平成 20 年 3 月期) 
33,759 1,443 1,383 563  22 94

 

 

 



【個 別】 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 30,700 1,290 1,220 430    17 51

今回発表予想(B) 30,200 790 720 100 4 07

増減額 (B)－(A) △500 △500 △500 △330   △13 44

増減率（%） △1.6 △38.8 △41.0 △76.7    △76.7

【ご参考】前期実績 

(平成 20 年 3 月期) 
29,717 1,061 1,125 212  8 66

 
２．業績予想の修正理由 

 当第２四半期累計期間の連結業績については、売上高は第１四半期での販売数量増加を主要因に計画を上回る実績

となる見込みです。利益面では、コストダウンと経費削減に努めておりますが、原材料及び諸資材値上げを吸収しき

れず、営業利益は 360 百万円、経常利益は 288 百万円となる見込みです。特別損益に、平成 20 年８月８日に公表い

たしました「特別損失発生のお知らせ」にてお知らせいたしました「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計

基準第９号 平成 18 年７月５日）の適用に伴う、第１四半期の期首在庫に含まれる変更差額 134 百万円の特別損失

の計上及び新たに以下に記載のとおり退職給付制度移行による損失 131 百万円の特別損失の計上等を行い、四半期純

利益は１百万円となる見通しです。 

通期の連結及び個別の業績につきましては、世界経済減速の影響により自動車産業をはじめとする納入先各業界で

の生産計画の下方修正の動きが今後しばらく継続するものと見込まれます。このような状況のなか、さらなる効率

化・コスト削減を押し進めることで収益基盤の強化を図ってまいりますが、売上高減少の影響が大きいことから通期

の業績予想を上記のとおり修正いたします。  

 

３.特別損失の発生及びその内容  

（1）退職給付制度の移行による退職給付費用の計上 

平成 20 年 10 月１日をもって、従来の確定給付型年金制度（適格年金制度）から確定拠出型年金制度へ移行しており

ます。この移行に伴い、未認識数理差異の一時償却による退職給付費用の発生が見込まれます。しかしながら、移行直

後の従業員状況に基づく退職給付債務金額の確定値を入手できておりません。そのため当第２四半期では、従来の退職

給付債務計算値に基づく予定値 131 百万円を特別損失に計上いたしました。 

 

（2）関係会社株式評価損の計上 

平成 20 年 11 月 14 日付「持分法適用関連会社の解散および清算に関するお知らせ」の通り、解散することを決議し

た当社の持分法適用会社である深圳托普拉航標汽車緊固件有限公司（中国）の株式について、同社の純資産価額が当社

の取得価額に比べて下落した金額 118 百万円を評価損として特別損失に計上いたしました。 

  なお、連結決算への影響はありません。 

 

４.配当予想の修正 

（1）平成 21 年 3月期配当予想の修正内容  

 1 株当たりの配当金 

 第 2四半期末 期末 年間 

前回発表予想 

（平成20年 5月 16日発表） 
― 5円 00 銭 5 円 00 銭

今回発表予想 ― 3円 00 銭 3 円 00 銭

【ご参考】前期実績 

（平成 20 年 3 月期） 
― 3円 00 銭 3 円 00 銭

 

（2）配当予想の修正 

  配当予想につきましては、上記業績予想の修正に記載の経営状況を勘案し、誠に遺憾ではございますが、当初の期末

配当予想の 5 円 00 銭を 3円 00 銭に引き下げることといたしました。 

                                                 

（注意）本業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり不確実な要素を含んで

おります。実際の実績は様々な要因の変化により予想値と異なる可能性があります。 

                                                以  上 


